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2-C-4リザーバー有無によるネーザルカニューラの酸素化の比較
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挿管されていない患者に酸素投与を行う場合、

大きく分けてフェイスマスクとネーザルカニュ

ーラ(以下NC)の二つの方法がある O フェイス

マスクはNCに比べ、より酸素化の改善が期待で

きるが、擦の曙出や会話を行いにくく、 NCのほ

うが違和感が少ない。一方、 NCでの高流量の酸

素投与は、鼻粘膜損傷を起こす危険性がある。

我々は酸素流量を増やさずに、患者の酸素化を

改善できる可能性のあるリザーバー付きの二種

類のNCを用いて、通常のNCとの酸素化の比較

を行った。<対象と方法>対象は、 1997年1月

から6月の聞に、当院のICUに入室し、ル ムエ

アー下で呼吸苦がなく、呼吸状態の安定した、

Pa02が'50から80mmHgで・あった患者24名。調

査前のルーム工ア 下での平均値は、 Pa02が

66.7:t1.7mmHg、PaC02が39.8土1.1mmHgで
あった。対象の内訳は、術後に挿管された状態

でICUに入室し、呼吸状態が安定し抜管された

患者で、 CABG術後11名、弁置換術などの開心

術後6名、食道亜全摘術後2名、重症筋無力症に

よる胸腺摘出術後2名、その他3名であった。用

いたNCは、通常のリザーパーのないNC(以下

SNC) 、オキシマイザー:リザーバーが‘鼻の吸

気部付近にあるもの(以下OM) 、オキシマイ

ザーペンダン卜:リザーパーがコネクテイング

チューブの途中にあるもの(以下OMP)の三種

妻買であった o OM、OMPともアメリカのチャド

社製で、呼気時にリザーパーに貯留された酸素

が、吸気時に鼻腔に流入する構造で、いずれも

リザーバーの容量は35mlであった。これら三種

類のNCを用いて、患者ごとにルーム工ア 下と、

酸素流量0.5fl /分、 1fl /分、 3fl/分、または5fl

/分での酸素化の比較を行ったれカニューラを変

えて15分以上ルーム工アー下にした後に設定酸

素流量を流し、 Sp02の値が安定し、患者の呼吸

状態が安定しているのを確認して、留置してい

た動脈ラインから採血した。<結果>各酸素流

量でのPa02を示す。0.5fl /分、 1fl /分では、

SNC、OM、OMPの群聞には、有意差はなかっ

た。一方、 3fl/分、5fl/分では、 SNCとOM、

およびSNCとOMPの各群聞に有意差カずみられたc

OMとOMPの聞には、有意差がなかった。尚、

PaC02は、いずれの流量で、も有意差はなかった。

<考察>リザーパー効果は、酸素流量がある程

度高い場合に有効で・あり、酸素流量が'1fl /分以

下の低流量の場合は、呼気中に十分リザーパー

がふくらまず、リザーバー効果が出にくいと考

えられる <結論>SNCでは酸素化を保持でき

ない患者で‘も、 OM、OMPにより良好な酸素化

を得られる可能性があるハ高流量の酸素投与に

よる鼻粘膜損傷防止や酸素の節減の為、あるい

は、フェイスマスクへ変更する前に、リザ バ

付きNCは試みる価値があると考えられる O
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